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I. 緒 言

牛のワヒ叉はコセは，本邦の西南部，中国，九州地方

に多く，馬の夏癖叉はシツケは東北部，青森や北海道に

多発するが，：その病状は互によく類似しているoいず札

も晩春に発症し冬期に軽快する一種の皮膚病であるが，

好んで顔面，頚部，胸前，馨甲部等に発生し，跨感を伴

う大豆大程の小結節に始まり，被毛の脱落，出血，結痴

等を経て，慢性期に移行すると皮膚の肥厚を来して象皮

病様の症状を呈するのが特徴である。その原因につい

ては，小国（1928）が午のワヒ病に関して，初めて皮膚の

中にミクロフイラリア（以下 mfと略）を見出し，皮膚

糸状虫症の一種であることを確めた。その後永く，本病

の病原虫は Setariaと考えられていたが，近年新美，河

野（1953）は Setaria属のものでないことを明らかにし

た。馬の夏癖についても，近藤，上島（1928），小国（1936)

等により糸状虫との関聯を考えられ，久池井，和田（1942)

は愚馬の皮膚中に mfを見出し，牛のと同様皮膚糸状虫

症の一種なることを推定した。豆腐についても久しく

Set ariaが考えられていたが，近年市岡（1951），佐々

木，官回（1951），谷口（1953）等は Setariaと無関係な

ることを主張した。 これらの病原と見られる mfの種

名は，最近筆者等（1953a, 1953 b, 1953 c, 1953 d）に

よって，ょうやく決定された。即ち糸状虫成虫の検索に

努力し，その子宮より得た mfと皮膚より見出される

Koji Sα：to, Shigeo Hαyαshi，αnd Hiγoshi Tanaka : 
Studies on the causative parasites of skin micro-
filariasis of cattle (Wahi disease), Onchocerca 
gutturosa Neumann, 1910, and of eq凶nes(Kasen 

disease), Onchocerca cervicalis Railliet et Henry, 
1910. (Department of Parasitology, the Institute 

for Infectious Diseases, University of Tokyo.) 

mfの比較によって，親糸状虫を確認する方法により，午

のワヒ病の病原は，本邦未記録の Onchocercagutturosa 

Neumann, 1910であり，馬の夏腐のそれは， Oneho-

cerca cervicalis Railliet et Henry, 1910であることを

知った。こ与には我々が採集した両糸状虫の成虫及び

mfについて，考察の基礎となった形態的特徴を遮ベ，

またワヒ病についていささか調査し得た成績を記す。

II. 材料及び方法

ワヒ病については，本病の浸渥地として知られる鳥取

県に， 昭和28年 2月6日より同 3月6日の 1カ月間，

同年6月13日より 23日までの 10日間， 同年9月5日

より 10月13日迄の 1カ月余りと 3回に亘って赴き，米

子保健所の厚意により米子市営屠畜場で調査を行った。

屠牛の全身について可能な限り糸状虫成虫の検索に努め

たが，畜主の都合により隈なく調べることは困難であっ

た。雄66顕，雌41顕合計107頭（ 1頭の乳午を除き総

べて改良和牛）の調査で，最終回の 10月初旬， 精密な

検索を許された 4頭の頚靭帯周囲組織内から，多数の糸

状虫の雌堆の断片と 2匹の完全な雄虫を得た。叉各牛か

らは夫々， ~Ji部，胸前等から約 2糎平方の皮膚片を切り

取り，細切して 30°Cの生理食塩水中で mfの誘出検査

を行った。向お皮膚 mfは一部鹿児島で新美教授の得

られたものの供与を受け比較した。

夏癖については， 昭和28年7月青森県七戸の家畜街

生試験場東北支場の厚意で， 患馬の皮膚より mf の検

索を行い，叉 7月19日間場の夏癖馬2頭（青森県産11

歳及び6歳）の解剖に当り全身に糸状虫を探索し，共に

顎靭帯の内に多数の糸状虫成虫を見出した。叉この2頭

の頚部皮膚より食塩水誘rn法で－無数の rnfを得た。

成虫は何れもフオルマリシ固定で保存し，ラグトフエ

( 23 ) 
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第 1 表 ワヒ病 mfの保有 j伏況

＼ 4齢＼＼ 
・0" 月

0 ♀ 

6 月 9～10月 合計 総 計

0 ♀ 0 平 0 ♀ ラ4

1 

2 2/3 0/3 0/4 2/10 2/10 20.0 

3 2/6 1/1 0/12 2/19 2/19 10.5 

4 0/11 0/2 1/13 0/2 1/15 6.7 

5 1/2 4/10 5/12 5/12 41.6 

6 0/4 1/2 1/6 16.6 

7 0/1 0/1 0/4 。
8 0/4 1/5 20.0 

9 0/1 0/2 0/3 。
10 0/1 0/4 0/1 0/5 0/2 0/10 0/12 。
11 0/3 0/4 0/4 。
12 0/5 0/4 0/2 0/11 。
13 0/2 0/2 。
14 0/1 。
16 0/1 0/1 。
18 0/1 0/1 。

c~b1s ob~） ガ）（ c26~） cs6必／2) ci~46 7%) 
1/27 10~~ 
(3. 7%) (15. ) 

2/41 
(4.9%) 12/107 11.2 

6/27 (22.2%) 2/7 (28.6必） 5/73 (6.8.90'.) 

分母は検査牛数 分子は mf保有牛数

第 2表 ワヒ症扶と mf（皮膚）の検出率
、、、．、 皮膚の mf、ヘ

＼ 

＋ 計
ワヒの症朕＼＼＼＼

無 5 (20.8%) 19 24 

軽 1 (14.3必） 6 7 

中 。 1 1 

重 。 3 3 

計 6 29 35 

ノ｛ノレで透明にして形態の観察，計測を行い， mfは小

林氏変法ギムザ染色を施して計測，核構造の精査を行つ

7こO

III. 牛のワヒ病調査成績

1. mfの皮膚上における分布を知る為，患牛2頭に

ついて，腹面正中線上に沿って，下顎，頚部，胸垂，胸

部，腹部，皐丸の各部氏膚を調べ， 1頭は頚部に，他の

umは胸部に mfを見出し，叉他の 1頭については，顔

面，頭部，頚部の他腹面の正中線に沿って尾根部までの

間約10カ所と四脚の各処で庇膚を夫々 2cm！切取り，

細切して30°Cの生理食塩水 1cc中に2時間漬し，遠

沈して底部より約 0.1ccを取って鏡検したところ季肋

部より 1匹，勝部より 2匹，陰茎の辺の皮膚より 1匹で

( 24 ) 

隣部に最も多数で、あった。しかし使宜上以下の調査は，

頚部よりの皮膚約2cm2からの誘出検査によった。

2. mfの保有状況は， 3回調査の合計107頭中 12頭

11.2%に陽性で、あった。調査午は乳牛1頭を除き全部改

良和牛であった。 この乳午の皮膚からの mfは陰性で

あった。調査した範聞で、は山間地の日野郡の産が検査牛

16頭のうち 4頭 25.0%が陽性で一番高率であった。次

は出雲今市のせり市に出た牛39頭のうち 6頭 15.4必で

あった。（第1表）

3. 年齢別にすると，第1表に示す如く， mfの陽性

例は8歳以下のものであり， 5歳の 41.6%が最高であっ

た口9歳以上の老午からは検出出来なかった。

4. 性別では雄における 15.2必（66頭中 10頭）に比

し，雌は 4.9,90 (41頭中2頭）で遥かに雄の方が高率で

あった。しかし検査の対象が屠殺牛で－あった関係から，

雄は8歳以下のものが犬部分で，雌i土9歳以上の老牛が

多かった点は考慮を要するD 即ち 8歳以下で比較すれば

雄15.6%(10/65），雌20%（宮/to）で統計的に雌堆の差は

認められなし、。

5. 季節的には，第1表に示す如く， 3回の調査で2

月は 22.2%, 6月28.6%, 9～10月6.8%を示し，秋

に低くなっているが，未だ例数が少く早急な決論は得ら
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第 3表成虫の見出された牛とワヒ病症扶

虫 雌成虫 皮膚よ

No. 日性年齢 種別 産 地 症 政 親虫寄生部位体 子宮よりの
りの

数 mf数 mf数

第 3 ～第 4 胸帯
No. 1 25月x ~ 10歳 改良和種 島大根県系八束郡 両側頭部に触手快で結節が推下囲組の頭織鞍 少数

根島 認められるも軽 周
無 無

No. 2 3/X ♀ 12歳改良和種島根県系八束郡 ，胸部に数 現頭畜在主部はによると昨多年結発症節が

大根島 認められず
’F 少数 無 無

No. 3 似 ♀ 16歳改良和種島根牒隠｜民国両側警部より肩肝自にか
け股 ’f 多数 多数 無

字L 牛 ワ裏ヒ症下肢認められぬも右
No. 4 8/X ~ 8歳ホJレスタ 鳥取際、西伯郡 耳 方にハゲた部分あ ゲ 多数 多数 無

所子りイシ

第 4表 Onchocerca gutturosaの計測値

雌 頭端一紳経輪 頭端一排世口

1 213.15 256.65 
ιつ, 184.47 201.6::! 
3 

4 214.5 

5 248.82 291.72 
6 257.4 300.3 
7 235.95 265.98 
8 

平均 225.72 263.26 

雄 体 長 頭端ー紳経輪

1 3.6cm 256.65 
2 3.0cm 214.5 

卒均 3.3cm 235.575 

cm以外は総て μ

れなかった。

6. 症状と mfの検出率。

結節及び同処の多少の流血を見るだけのものを初期，

脱毛，を呈するものを中期，象皮病様に皮膚肥厚したも

のを末期として. 2月と 6月に調査した35頭の牛につ

いて皮膚 rnfの検出と病気の関係を調べた所，無症状の

24頭中5頭 20.8.%が最高で，初期症状を呈するもの 7

頭中1頭 14.3.%がこれに次ぎ， 中期，末期のものから

は rnfは見出さなかった。症状が慢性に移行するにつ

れ， mfの検出が困難なる事が認められる。

7. 成虫の検出は，僅か4頭に夫々第3乃至第4胸椎

の部に伸びた頚観帯の周囲組織から多数の虫体を見出し

たが，検査部位の困難なことと当時我々の目が充分慣れ

て居なかった為にこの成績から検出率を云々することは

頭端一陰門 ・tと~ 道 匹門一尾端

428.75 

385.0 
193.05 

407.51 

647.5 1365.0 

700.0 1925.0 

647.5 
265.95 

536.04 1640.0 229.5 

頭端ー排世口 小交接刺 大交接刺

283.14 89.5 233.6 

240.24 91.5 259.0 

261.69 90.5 246.3 

出来ない。実際にははるかに寄生率の高いことと思われ

るD 向4頭のうち 3頭が改良和種で後の 1頭は従来知ら

れなかった乳牛（ホルスタイシ）より見出された。

IV. 糸献虫成虫の形態

1. 牛の頚靭帯周囲組織より得た糸状虫は，雄が体長

3.0～3.6 cm，雌は極めて長く組織中に捲回纏絡する為，

断片のみしか得られなかったが， しかし顕端より約 40

cm迄取れ未だ虫体が残ってる所を見ると 40cm以上

ある事は事実であるD 体表に細かい条線を有し，特に雌

虫では， その他に著明なジグザグ状の表Ei.の肥厚線輸

が，条線3～4木毎に体をとりまいている。叉雄虫は尾部

に犬小， 1対の交接刺を有し，小交接刺の先端は膨隆を

示す。以上の諸点はこれが genusOnchocerca Diesing 

1841に属することを示しているo その特徴ある計測値

( 25 ) 
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第 1 図 Onchocerca属の成虫

a. Onchocerca cervzcalisの雄成虫尾端側面図

c. 0. gutturosa雌頭端の側面図

e. 0. cervz"calis雄尾端腹面図

は第4表に掲けYこが，更に頭部において，神経輸のある

部に一致して体が膨隆していることは本種の大きな特徴

であり，叉雄虫尾部の手L頭は特色ある排列を示し，紅門

の両側に4対，紅門後に4対存在する事，叉寄生部位等

より本邦未記録の Onchocercagutturosa Neumann, 

1.910であることを同定した。上記の特徴は H. Sand-

ground (1934）及び J.S. Stewart (1937）の記載とも

一致する。 この本邦未記録の 0.guttu仰 saの和名をワ

ヒ糸状虫と名付ける。

2. 馬の頚靭帯内より得た糸状虫は，~~堆何れも断片 ・

のみで、あったが， 体表の線輸，交接刺等は前種同様，

( 26 ) 

仁L

fi, 

包

b. 0. gutturosa雄尾端の腹面図

d. 0. cervicaUs虫体側面図

genus Onchocerca の特徴を表わしているo その計測値

を第 5 表として掲げたが，特に雄虫尾部の~LMは特色あ

る排列を示し，紅門前に2対，紅門両側に 4対，紅門後

に2対存在する事，叉寄生部位等によりこれらは Rai-

lliet et Henry 1910の原著の C.R. Soc. Biol. Paris. 

68及び板垣ら中央獣医学雑誌昭和5年の記載と一致し，

木種は Onchocercacervicalis Railliet et Henry, 1910 

（頭部糸状虫）であることを確めた。

以上の二種は，宿主を異にするばかりでなく，その計

測値が紅門より尾端までの長さが同等の他は何れも o.
cervicalisの方が大きく，特に陰門の位置，食道の長さ，
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第 5表 Onchocerca cervicalisの計測値

雌 頭端一紳経輪 頭端一排世口 頭端ー陰門 前食道 後食道 区門一尾端

1 300.15μ 332.5μ 

2 315.0 

3 262.5 

4 

5 256.65 

6 265.35 313.2 

7 265.35 308.85 

8 282.75 367.5 

9 

10 

平均 278.25 330.51 

総て μ

雄 頭端一紳経輪 頭端一排世口 前食道

1 252.3μ 313.2μ 
612.5μ 

2 265.25 343.65 647.5 

3 280.0 334.9 

4 256.65 326.25 

5 278.4 332.5 

6 

7 

8 

平均 266.52 330.1 
630.0 

交接刺の大きさ等に於て大きな差遣があるO 叉雄虫尾部

手L頭の排列に夫々特徴があり， 0.gutturosaでは頭部神

経輸の部分に膨隆がある為，容易に鑑別が出来る。

V. ミクロフイラリアの形態

1. 0. gutturosaの mf. 成虫の子宮より取出した

mfは， Setariaのそれと具って無鞘であり，全長150～
280 μ （平均約 200μ），体幅3～4μ，前端鈍円であって，

尾端は徐々に細まって尖る。ギムザ柴色の標本について

の計測値を第6表に示した。相当に変異の幅が大きいの

が特色であるO 向未だ卵中に捲回しているものもよく染

色され，構造を充分伺い得るものは計測して同時に掲げ

比較した。多角形のや，犬き目な核で核柱は構成され，

神経輪と大きな排j世孔，紅門孔が見られる。排世孔に続

いでかなり大きな排世細胞が続いているが， Gtは Se-

tariaにおける程著明に大きくはない。中心体と思われ

るものは見当らない。核構、迭の中で最も特徴なことは，

核柱の尾端に1個の細長い棒状核が存在しこのものは

735.0μ 682.5μ25 1907.5μ 
90.0 

735.0 630.0 1680.0 

682.5 
2310.0 
2660.0 

682.5 2642.5 

595.0 
2835.0 
2502.5 

682.5 2520.0 

647.5 
2292.5 

717.5 

191.4μ 

261.0 

684.68 
656.2 1793.75 226.2 

2544.1 

後食道 区門一尾端 小交接刺 大交接刺

1505.0μ 
2117.5 

1802.5 
2450.0 
2625.0 
2660.0 
2450.0 

108.75μ 120.5μ 352.35μ 

93.5 132.0 310.0 

121.8 108.1 379.06 
1653.75 108.016 120.3 347.13 

2460.5 

更に精しく鏡検すると 4～5個の核から構成されている

ように見えるO 更にこの捧状核の前に2コの稽豆大きな

多角形の核が連ることであるO

ワヒ午の皮膚から見出される mfは，上記の特徴が完

全に一致し， 0.gutturosaの mfであることが判明し

たO

皮膚 mfには2種類あることを新美ら（1953）は説え，

小を x虫（110～140μ），大を y虫（195～210）と名付

けた。我々の材料でも同様犬小のものが見られたが核構

迭は全く同じである。小は梢 E太短かく，尾部が巻く傾

向があるが， これらの特色も裁然と分れたものではな

く，移行形があり， 体長も 100匹の任意標本の計測で

102.6 μから 235μ の広い範囲に， 1山に辺なる分布を

示した。同じく成虫の子宮より得た108匹の任意標本は

150～300 μの間に分布し，皮膚のより梢 E大きい方に

ずれているので，産出された後これらの mfは次第に

小さい x虫に移行して行くことが考えられるO （第3図

( 27 ) 



． 
204 〔寄生虫学雑誌・第 2巻・第3・4号

第 2 図 Onchocerca属のミクロフイラリア

c 

' 5 0メL ' 

a. Onchocerca gutturosaの mf（ワヒ牛の皮膚より， y虫）ギムザ染色

b. 向上 x虫
c. Onchocerca cervicalisの mf（夏癖馬の皮膚より）ギムザ染色

第 4図 糸扶虫仔虫の定点測定値
参照）

2. 0. cervicalisの mf. 成虫の子宮より得た mf

は， 前種同様無鞘で， 体長176～222μ （平均200μ), 

体幅3～4μ，前種によく類似した体形，構造を示す。 排

世孔特に紅門孔は前種よりも明瞭を欠く場合が多く ，

G1は前種よりも相対的に大きく，底主体幅全体を占め

るO 最も特徴とするところは，核柱の尾端に1コの捧状

核が存在し，その前に数コの類円形の小形な核が連なる

点である。 0.gutt.に比し一般に核が繊細な感じを受け

’るし，尾部の核模様から両者を区別することは容易であ

第 3図 皮膚及びi堆成虫 よりの mfの体長の比較
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第 6表 mfの計 測値

Onchocercαgutturosa計測 Onchocerca cervicalis計測

皮膚（28例） 子宮（12例） 卵（ 5例） 皮膚（19例） 子宮（12例） 卵（10例）

全長
235.3-102.6 230.2-166.2 192.1-148.1 212.5-134.1 222.0 176.0 197.0-182.。

145.3 206.0 165.4 178.5 200.0 188.7 

体幅
5.2-3.21 4.17-2.34 3.92-2.52 4.35-2.31 6.4-2.41 3.54-1.88 

4.2 3.3 3.4 3.3 3.74 2.77 

BNC 5.75-2.14 5.49-2.8 4.59-2.14 6.92-1.395 8.6-3.02 3.50-1.13 
4.0 4.0 3.6 3.7 5.87 2.3 

NR 53.9-24.3 57 .0-41.99 49.3-38.6 55.1-32.。64.2-43.6 49.1-37.69 
33.8 51.0 42.9 43.7 50.8 44.0 

EP 106.8-34.8 102.4-65.1 66.8-58.5 87.8-53.3 86.2-63.2 67.9-60.3 
54.7 83.1 63.1 68.57 76.5 65.1 

EC 
117.5-36.5 106.5-71.6 73.5-61.。 88.9-58.7 94.2-68.4 74.7-69.4 

60.0 89.5 67.4 73.2 82.7 72.2 

Gi 
167.5-68.7 171.7-125.9 167.0-131.9 164.0-98.。171.2-135.9 158.5-135.8 

104.2 142.2 138.9 135.0 147.5 143.6 

G2 
187.5-76.5 187.5-134.9 174.8-122.6 180.4-106.6 181.9-152.5 166.0-147.1 

115.9 160.5 144.5 148.5 164.3 156.6 

G胃
193.8-79.1 194.4-140.7 176.2-125.1 185.2-114.7 189.3-166.。174.2-158.4 

121 9 167.6 147.2 155.2 174.3 166.3 

G4 
198.1-82.6 199.3-148.2 182.1-128.3 191.3-120.。192.5-173.5 180.2-169.。

126.3 174.4 151.6 162.3 179.0 174.6 

AP 
2J2.5-87.。203.3-153.1 183. 7-131. 7 196.1-1'24.5 202.1-155.5 182.5-168.。

128.5 178.2 154.4 162.0 178.5 176.0 

るO 阿種の子宮よりと皮膚からの mf の定点の測定値 107頭の牛を調査し， 11.2%に皮膚 mf の保有を認め

は図にして示したが，犬きな差具、はない。（第4図）（第 た。

6表）両種に共通な点は EPの位置が Setarz'a よりも 6. 改良和種以外に今迄報告がなかった乳牛からも

後方にずれていることであるO Onchocerca gutturosaの成虫を認めた。

患馬の皮膚から得た mfは，特徴的な核模様及び計測 7. 午の性別によって保有率の差は認められなかっ

値が全く上記に一致し， 0.cervicalisの mf であるこ た。

とが判明したD 8. 年齢的には8歳までの午に皮膚 rnfが見出され，

VI. 結 論 それ以上では成虫が見出されても rnfの検出は出来な

1. 皮膚 mfの検索に成功し，親虫より得た mfと かった。

皮膚のそれとを形態的に比較して，はっきりと連関をつ 9. ワヒの mfは正中線上では勝部の近くが最も多

けることが出来た。その結果，牛のワヒ病の病原虫は本 ’ 数に見られるO

邦未記録の Onchocercagutturosa Neumann, 1910で 10.季節的には2月， 22.2%, 6月28.6%と高く，

あり，馬の主主痛の病原虫は Onchocercacervicalis Raill- 9～10月は 6.8%で、あった。

iet et Henry, 1910であることを発見した。 10. 5歳以下の牛では軽症のものが多く， mfも高率

2. 両糸状虫成虫の記載を行い，特に雄虫の尾部乳頭 に見られるが，年齢のますと共に症状の重いものが多

の排列，神経輸部の体の膨隆の有無等に特徴が存するこ く， mfはかえって検出困難で、あった。

とを述べた。 稿を終るに当 P種々御指導御援助を頂いた家畜衛生試

3. 両糸状虫の mfの記載を行い，核柱尾端の構造 験場石井準部長，家畜衛生試験場東北支場鳥羽秋彦支場

に特色あることを記した。 長，佐々木昇技官，鹿児島大学農学部新美大四郎教授，

4. ワヒ午の皮膚 mfは2型あるが，その間にはっき 鳥取勝、西伯郡家畜共済組合淀江診療所林原必正氏，鳥取

りした境界がなく，犬なる方から次第に小なるものに移 牒米子保健所樋口タヅ所長，柘植茂技師，並びに検査室

行することが推定された。 一同，日大農獣医学部細谷英雄助教授並びに色々御便宜

5. 昭和28年2Jf, 6月， 9月の3回，鳥取県米子で をはかられた鳥取県系米子市役所衛生課長沢勝政氏，家畜
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衛生試験所東北支場米子保健所一向に喜んで材料の提供

をして下さった家畜商並びに食肉業者一向にとの紙上に

於て心から深謝する。
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の一部に依ったものである Q
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スパト＝ンによるワヒ病の治療成績

迫記本稿の完成後，佐藤孝慈と林原必正（鳥取県西

伯郡家畜共済組合診療所）により実施中であった，ワヒ

牛のスパトニシに依る治療成績が一部まとまったので，

簡単に追記する。実験を行った牛は淀江町近辺の農家に

飼育され，激しい涼感を呈し，大豆犬の結節を生じてい

るもの，結節より疑液穆出，脆毛が顔面，頭部に見られ

る牛頭である。

6頭には 1日体重lkg宛スパトニシ 8mgを， 5頭に

は体重 1kg宛 5mgを8日関連続経口投与を行った。

残りの 3頭は対照とした。

スパトニユ／は1・Diethyl-Carbamyl-4・Methylpiperaz-

ine Citrateの構造を有し抗フイラリア剤として近年注

目され家畜の腰麻痔症の予防，治療に相当の効果が認め

られたので、本症に応HJしたD

今迄この病気にはアジチモシ系の注射を行っていたが

副作用が強く死亡した例もあり，その割に効果は無かっ

た。

スパトニ：.dこ依る絡果は次の遁りである。 8mg/kg群

は投薬開始後3～4Rで一時刺戟症状強くなり，跨感が

高まり出血，疑液彦出増加するが2～3日で軽快し，癌

感弱まり投薬終了後4～5日で乾燥状態となり，投薬開

始後3週間目頃より結節は接触により脱落し， 1ヶ月目

頃には6頭中5頭は完全に治癒した。 1頭は投薬4日目

に畜主が他に転賀した為，結果の治求が出来なかった。

5mg投与群は同様3日目頃に，相互刺戟症状強まる

微を見せ，以後次第に病巣が乾燥し始めたが3週目頃よ

り5頭とも再発し，投薬前と同じ状態に復した。対照の

3頭はこの期間中症状の変化は認めなかった。

従って 5mg/kgの8日連続経口投与では充分な効果

はなく全例再発したが， 8mg/kg 8日連続では，当初刺

戟症状高まるが1ヶ月後には病巣が完全に消失し有効で

あると，判断される。向いずれの投薬量でも認め得ベき

副作用はなかった。

佐藤孝慈 林原必正
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